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先
ず
以
て
謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥

栄
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
神
宮
に
於
か

れ
ま
し
て
は
諸
祭
恙
な
く
斎
行
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
こ
と
誠
に
慶
賀
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

　

本
年
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
区
分
が
五
類
相
当
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、県
内
各
地
で
も
祭
礼
行
事
復
活
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

当
会
に
於
き
ま
し
て
も
過
去
三
カ
年
に
亘
っ

て
事
業
の
自
粛
や
規
模
縮
小
な
ど
の
措
置
を

取
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、本
年
度
は
出
来
る
だ
け

平
常
通
り
に
戻
す
べ
く
計
画
段
階
か
ら
準
備
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
。定
例
総
会
か
ら
始
ま
り
護

國
神
社
の
諸
祭
へ
の
参
列
、と
も
し
び
の
つ
ど
い

助
勢
、交
通
遺
児
募
金
活
動
と
交
通
安
全
祈
願
祭
、

会
員
研
修
旅
行
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
全
て

の
事
業
滞
り
な
く
取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

但
し
、何
も
か
も
が
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。三
年
の
間
に
こ
れ
ま
で
当
会
を

中
心
的
に
支
え
て
来
ら
れ
た
多
く
の
先
輩
方
が

四
十
歳
の
年
限
を
迎
え
て
卒
業
な
さ
れ
、役
員
の

世
代
交
代
が
一
気
に
進
み
ま
し
た
。現
役
員
の
中

で
も
コ
ロ
ナ
前
を
知
ら
な
い
者
が
半
数
に
上
っ

て
お
り
ま
す
。ま
た
会
員
数
も
現
在
六
十
五
名
と

最
盛
期
の
ほ
ぼ
半
分
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
お
り
、

今
後
も
減
少
傾
向
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
未
来
を
見
据
え
、次
の
よ
う
な
年

度
方
針
を
作
成
し
ま
し
た
。恒
例
事
業
は
時
代
に

合
わ
な
い
部
分
を
改
め
つ
つ
永
く
持
続
可
能
な

や
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
。役
員
会
は
減
員
に
耐

え
得
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
組
織
作
り
を
目
指
す
こ

と
。す
ぐ
に
結
果
は
出
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
試
行
錯
誤
す
る
姿
勢
を

持
ち
続
け
る
こ
と
が
当
会
に
と
っ
て
は
必
ず
や

今
後
の
難
局
を
乗
り
切
る
力
に
な
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、来
る
令
和
六
年
に
当
会
は
創
立

七
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。本
年
度
の
始
め
に
、

創
立
七
十
五
周
年
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

会
議
を
重
ね
、周
年
テ
ー
マ
を「
人
と
思
い
、つ
な

ぐ
架
け
橋
」と
定
め
ま
し
た
。今
回
の
周
年
で
は
、

今
後
の
青
年
会
を
主
導
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
若
手
主
体
で
立
案
運
営
を
行
う
研
修

事
業
、並
び
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
交
流
の
機
会

を
制
限
さ
れ
た
会
員
同
士
の
繋
が
り
を
今
一
度

繋
ぎ
直
す
た
め
の
親
睦
事
業
、以
上
二
点
を
基
本

と
し
て
現
在
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を
通
し
て
、仲
間

同
士
で
さ
え
参
集
が
叶
わ
な
い
不
便
さ
や
空
虚

さ
、参
集
す
る
こ
と
の
で
き
る
有
り
難
さ
や
喜
び

を
同
時
に
実
感
い
た
し
ま
し
た
。会
員
相
互
の
親

睦
を
強
固
な
も
の
と
し
、よ
り
活
発
な
青
年
会
活

動
を
展
開
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、県
内
各
ご
社
頭
の
益
々
の
ご
隆
昌
と

ご
関
係
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、今

後
と
も
当
会
の
諸
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

滋
賀
県
神
道
青
年
会
会
長

　
馬
見
岡
綿
向
神
社
　
禰
宜
　
社
　 

信 

大

ご
あ
い
さ
つ
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令
和
５
・
６
年
度

役
員
紹
介

副
会
長

田
　
邉
　
泰
　
基

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
日
生

新
宮
神
社　

禰
宜

副
会
長

菱
　
川
　
敬
　
康

昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
八
日
生

日
吉
大
社　

権
禰
宜

教
化
委
員
会 

副
委
員
長

塩
　
谷
　
明
　
宏

昭
和
六
十
年
十
一
月
十
二
日
生

日
吉
大
社　

権
禰
宜

監
事

野
　
上
　
浩
　
司

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
十
三
日
生

多
賀
大
社　

権
禰
宜

監
事

多
々
良
　
夢
　
人

昭
和
五
十
七
年
五
月
三
十
日
生

日
牟
禮
八
幡
宮　

権
禰
宜

企
画
委
員
会 

副
委
員
長

新
　
宮
　
　
　
孝

平
成
九
年
八
月
十
八
日
生

長
等
神
社　

宮
司

企
画
委
員
会 

副
委
員
長

中
　
西
　
勝
　
哉

平
成
四
年
五
月
六
日
生

阿
賀
神
社　

権
禰
宜

企
画
委
員
会 

委
員
長

下
　
井
　
紀
　
貴

平
成
四
年
九
月
十
一
日
生

日
枝
神
社　

権
禰
宜

渉
外
委
員
会 

副
委
員
長

河
　
毛
　
照
　
仁

平
成
九
年
十
二
月
二
十
四
日
生

建
部
大
社　

権
禰
宜

渉
外
委
員
会 

委
員
長

文
　
室
　
明
　
康

平
成
四
年
十
一
月
十
八
日
生

押
立
神
社　

宮
司

副
会
長

吉
　
田
　
豪
　
希

平
成
元
年
一
月
二
十
九
日
生

日
枝
神
社　

禰
宜

渉
外
委
員
会 

副
委
員
長

的
　
場
　
　
　
亮

平
成
七
年
四
月
四
日
生

長
濱
八
幡
宮　

権
禰
宜

教
化
委
員
会 

副
委
員
長

橋
　
本
　
美
　
緒

平
成
五
年
三
月
二
日
生

御
上
神
社　

権
禰
宜

教
化
委
員
会 

委
員
長

小
　
野
　
定
　
紀

平
成
四
年
八
月
二
十
三
日
生

苗
村
神
社　

禰
宜

広
報
委
員
会 

副
委
員
長

宮
　
澤
　
知
　
生

平
成
二
年
七
月
三
日
生

多
賀
大
社　

権
禰
宜

事
務
局
長

中
　
山
　
慶
　
太

平
成
三
年
十
二
月
二
十
一
日
生

田
村
神
社　

権
禰
宜

事
務
局
次
長

井
　
口
　
　
　
雄

平
成
五
年
五
月
二
十
九
日
生

兵
主
神
社　

権
禰
宜

会
計
局
長

大
　
木
　
洋
　
宜

平
成
二
年
四
月
五
日
生

近
江
神
宮　

権
禰
宜

会
計
局
次
長

岳
　
　
　
未
　
晶

平
成
六
年
一
月
二
十
六
日
生

日
牟
禮
八
幡
宮　

権
禰
宜

広
報
委
員
会 

委
員
長

河
　
毛
　
孝
　
仁

平
成
三
年
五
月
七
日
生

水
尾
神
社　

禰
宜

広
報
委
員
会 

副
委
員
長

淺
　
田
　
雅
　
智

昭
和
六
十
年
九
月
十
日
生

大
笹
原
神
社　

宮
司

顧
問

滋
　
賀
　
明
　
寛

昭
和
五
十
七
年
一
月
十
六
日
生

天
孫
神
社　

禰
宜

会
長

社
　
　
　
信
　
大

昭
和
五
十
九
年
六
月
七
日
生

馬
見
岡
綿
向
神
社　

禰
宜
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令
和
五
年
度
　
滋
賀
県
神
道
青
年
会 

定
例
総
会
開
催

　

令
和
五
年
五
月
十
八
日
、
滋
賀
県
神
社
庁
に
お

い
て
滋
賀
県
神
道
青
年
会
定
例
総
会
を
行
っ
た
。

　

 

総
会
で
は
、
菱
川
副
会
長
の
開
会
の
辞
に
始
ま

り
、
神
宮
遥
拝
、
国
歌
斉
唱
を
行
い
、
小
野
教
化

委
員
長
先
導
の
も
と
、
敬
神
生
活
の
綱
領
を
唱
和

し
、
社
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

 

ご
来
賓
に
は
、
滋
賀
県
神
社
庁
庁
長
・
日
吉
大

社
宮
司 

馬
渕
直
樹
様
を
始
め
、
参
議
院
議
員 

有
村

治
子
様
ご
代
理 

鶴
田
由
紀
子
様
、
神
青
Ｏ
Ｂ
会
会

長
・
田
村
神
社
宮
司 

田
村
英
治
様
、
滋
賀
県
神
社

庁
参
事 

笠
島
実
俊
様
、
当
会
前
監
事 

伊
東
良
祐
様

に
ご
臨
席
賜
り
、
挨
拶
を
戴
い
た
。

　

 

続
い
て
の
議
事
で
は
、
令
和
四
年
度
の
事
業
報

告
・
会
計
決
算
報
告
、
令
和
五
年
度
の
事
業
計
画

案
・
予
算
案
と
い
っ
た
議
事
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
（
詳
細
は
次
頁

以
降
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

 

議
事
終
了
後
に
は
、「
神
道
青
年
の
歌
」「
美
は

し
き
山
河
」
を
斉
唱
し
、
滋
賀
顧
問
に
よ
っ
て
聖

寿
の
万
歳
を
三
唱
し
締
め
括
ら
れ
た
。

　

 

総
会
後
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
長
ら
く
取
り
や
め
て
い
た
飲
食
を
伴
う
懇

親
会
を
行
い
、
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

新
入
会
員
の
顔
合
わ
せ
や
会
員
同
士
が
親
睦
を
深

め
る
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

全
国
各
神
社

　御
神
符
御
社
頭
授
与
品

奉

　
　製

　
　所

〠
五
一
六
ー
〇
〇
二
五

伊

勢

市

宇

治

中

之

切

町

八

七

T
E
L

〇
五
九
六
ー
二
二
ー
二
九
六
〇

F
A
X

〇
五
九
六
ー
二
二
ー
二
三
三
五
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令
和
五
年
度　

 

活
動
基
本
方
針

　

い
ま
日
本
は
、
そ
し
て
日
本
人
が
受
け
継
い

で
き
た
伝
統
文
化
は
、
か
つ
て
な
い
危
機
を
迎

え
て
い
る
。

　

令
和
二
年
初
旬
、
中
国
武
漢
市
に
端
を
発
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
瞬
く
間
に

全
世
界
規
模
の
大
流
行
を
引
き
起
こ
し
、
人
々

の
社
会
生
活
は
三
ヶ
年
に
亘
っ
て
大
き
く
制
限

さ
れ
た
。
人
が
集
ま
る
こ
と
自
体
が
憚
ら
れ
る

中
で
地
域
や
学
校
な
ど
の
諸
行
事
は
悉
く
中
止

と
な
り
、
神
社
界
に
お
い
て
も
参
集
を
伴
う
神

事
や
神
賑
行
事
の
殆
ど
が
規
模
縮
小
等
の
対
応

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
未
だ
原
状
へ
回
復
す
る

に
は
至
ら
ず
、
一
度
止
ま
っ
た
伝
統
継
承
の
流

れ
を
再
び
動
か
せ
る
の
か
ど
う
か
危
惧
は
尽
き

な
い
。

　

然
し
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
我
々
青

年
神
職
は
行
動
を
起
こ
す
べ
き
で
あ
る
。
先
輩

諸
兄
が
継
承
し
て
来
ら
れ
た
当
会
創
建
の
志
を

受
け
継
ぎ
、
柔
軟
な
発
想
力
や
機
敏
な
行
動
力
、

そ
し
て
急
速
に
移
り
ゆ
く
時
代
の
変
化
へ
の
順

応
力
を
以
て
、
自
己
の
研
鑽
に
努
め
人
々
の
信

仰
や
伝
統
の
復
興
の
た
め
に
智
恵
を
絞
る
べ
き

で
あ
る
。

　

今
年
度
、
当
会
は
「
未
来
の
た
め
に
、
今
で

き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
活
動
す
る
。

　

時
機
に
応
じ
た
魅
力
的
な
新
企
画
の
立
案
を

目
指
す
専
門
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
既
存
委
員

会
の
統
廃
合
を
行
う
ほ
か
、
恒
例
事
業
に
つ
い

て
は
過
去
の
経
緯
等
へ
の
理
解
を
深
め
つ
つ
現

状
に
即
し
た
新
た
な
試
み
を
検
討
す
る
な
ど
、

今
後
の
会
員
数
の
減
少
も
念
頭
に
置
い
た
効
率

的
か
つ
コ
ン
パ
ク
ト
な
組
織
づ
く
り
を
実
行
す

る
。
ま
た
翌
令
和
六
年
度
に
当
会
創
立
七
十
五

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
青
年
会
の
次
世
代

を
担
う
会
員
を
育
成
す
る
と
共
に
、
コ
ロ
ナ
禍

中
に
制
限
さ
れ
た
会
員
相
互
の
交
流
を
今
一
度

繋
ぎ
な
お
す
た
め
に
親
睦
行
事
を
積
極
的
に
企

画
す
る
。

　

神
社
神
道
の
未
来
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の

青
年
会
員
の
た
め
に
、
そ
し
て
自
身
の
将
来
の

た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
を
会
員
一
人
ひ
と
り

が
事
業
の
中
で
模
索
し
て
戴
き
た
い
。
未
来
の

た
め
に
、
今
こ
そ
事
為
す
べ
き
時
で
あ
る
。

滋
賀
県
神
道
青
年
会　

会
長　

社 
信
大

〒520-1511
滋賀県高島市新旭町藁園2524-14
TEL 0740-25-4921
FAX 0740-25-6641

本　　　社

〒601-1414
京都市伏見区日野奥出11-42
TEL 075-575-6057
FAX 075-575-6058

京都営業所

株式会社

おの奉成

和紙おまもり
神社仏閣授与品奉製

企
画
か
ら
納
品
ま
で一貫
し
た
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
で

編
集・発
行
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
す

多
く
手
が
け
て
い
る
当
社
に
、是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い

自
分
史
･
町
史
･
字
史

俳
句
集
･
短
歌
集

周
年
記
念
誌
等

TEL0749-42-8400(代) 
h t t p s : / / w w w . o m i - i n . c o . j p

清酒・焼酎・ワイン・リキュール・製造元

太田酒造株式会社

本　　社 滋賀県草津市草津3丁目10-37
千代田蔵 神戸市東灘区深江南町2丁目1-7

東京営業所 東京都足立区千住桜木2丁目13-1
栗東ワイナリー　　　栗東市荒張浅柄野1507-1
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令
和
四
年
度
　
滋
賀
県
神
道
青
年
会
事
業
報
告

 

・
定
例
総
会

・ 

臨
時
総
会

・ 

災
害
対
策
の
準
備
と
対
応

「
総
務
・
渉
外
委
員
会
」

・ 

新
入
会
員
歓
迎
会
並
び
に
会
員
親
睦

会
の
実
施

・ 

交
通
安
全
祈
願
祭
の
斎
行

・ 

交
通
遺
児
募
金
活
動
の
実
施

・ 

滋
賀
縣
護
國
神
社
春
秋
例
大
祭
奉

仕
、
参
列
の
励
行

・ 

滋
賀
縣
護
國
神
社
み
た
ま
祭
参
列
の

励
行

・ 

神
青
野
球
部
・
ゴ
ル
フ
部
の
運
営
補
助

・ 

野
球
大
会
・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
出
向

補
助

「
広
報
・
事
業
委
員
会
」

・ 「
に
ほ
の
う
み
」
の
発
行
並
び
に
企

業
広
告
協
賛
金
の
依
頼

・ 「
ミ
ニ
通
信
」
の
発
行

・ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
管
理
運
営

・ 

各
事
業
の
広
報
活
動

・ 

事
業
用
品
の
頒
布
、
及
び
宣
伝
強
化

「
教
化
委
員
会
」

・ 

神
宮
大
麻
頒
布
活
動
の
実
施

・ 

神
棚
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
頒
布
活
動

の
実
施

令和４年度
滋賀県神道青年会決算書
（令和4年4月1日〜令和5年3月31日）

収入合計　2,939,823 円

　支出合計　1,590,574 円　

差引　    1,349,249 円（次年度へ繰越）

〔収入〕	 （単位：円）

科　目 決算額 予算額 増　減 備　考

１.会　費 325,000 345,000 △	20,000 会費5千円×64名+3年度分1名

２.助成金 380,000 380,000 0 神社庁 (33万円)、神青OB会（5万円）

３.諸収入 481,762 370,000 111,762
にほのうみ協賛金(36万5千
円)、祝金、利息等

４.繰入金 300,000 300,000 0 事業会計 (10万円）、基金（20万円）

５.繰越金 1,453,061 1,453,061 0 前年度より

合　計 2,939,823 2,848,061 91,762

〔支出〕	 （単位：円）

科　目 決算額 予算額 増　減 備　考

１.総会費 40,000 40,000 0 定例総会、臨時総会

２.会議費 6,350 20,000 △	13,650 役員会

３.拠出費 224,000 224,000 0 神青協・近畿拠出金

４.委員会費 376,793 770,000 △	393,207

総務・渉外 178,818 440,000 △	261,182

新入会員歓迎会及び会員親睦
会、交通安全祈願祭、野球部・
ゴルフ部補助等

広報・事業 187,223 210,000 △	22,777
広報誌発行、ホームページ管理、
事業用品カタログ発送

教化 10,752 120,000 △	109,248 大麻頒布活動

５.事務費 155,422 150,000 5,422 郵券費、事務用品、封筒作製費等

６.慶弔費 45,412 60,000 △	14,588 玉串料、祝金等

７.補助費 232,350 400,000 △	167,650 出向補助金

８.諸　費 10,247 30,000 △	19,753 支払手数料等

９.積立金 400,000 400,000 0 基金（40万円）

10.準備金 100,000 100,000 0 創立75周年準備金

11.予備費 0 654,061 △	654,061

合　計 1,590,574 2,848,061 △	1,257,487

重
要
文
化
財
神
社
仏
閣
屋
根
工
事

檜
皮
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・
柿
葺
・
と
ち
葺
・
土
居
葺
・
檜
皮
採
取

T
E
L 
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二
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九

F
A
X 
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賀
県
大
津
市
坂
本
二
丁
目
八
番
三
三
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株
式
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河
村
社
寺
工
殿
社

代
表
取
締
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村
　
雅
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木
製
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絵
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造
・
販
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限
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社
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和
歌
山
市
吹
屋
町
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話
 （〇
七
三
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三
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四
一
〇

F
A
X
 （〇
七
三
）四
二
五

－

六
三
四
五

H
 
P
 http://w

w
w
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令和４年度 神青基金決算書
（令和4年4月1日〜令和5年3月31日）

収入合計　7,398,563 円

　支出合計    200,000 円　

差引　   7,198,563 円（次年度へ繰越）

↑↑

内訳
定期預金（滋賀銀行） 4,024,407円
普通預金（滋賀銀行） 3,174,156円

〔収入〕	 	 （単位：円）

科　目 決算額 備　考

1.繰　越　金 6,998,487 前年度より

2.繰　入　金 400,000 一般会計より※

3.諸　収　入 76 受取利息（定期34円、普通42円）

合　計 7,398,563

※�うち 20万円は、令和 3年度神青協出向補助費として繰出し
たが、補助対象事業が無かった為、満額繰入金戻し

〔支出〕	 	 （単位：円）

科　目 決算額 備　考

1.繰　出　金 200,000 出向補助費の補填の為一般会計へ

合　計 200,000

令和４年度 災害復興支援特別会計決算書
（令和4年4月1日〜令和5年3月31日）

収入合計　486,826 円

　支出合計　　　    0 円　

差引　   486,826 円（次年度へ繰越）

〔収入〕	 	 （単位：円）

科　目 決算額 備　考

1.繰　越　金 486,822 前年度より

2.繰　入　金 0

3.諸　収　入 4 受取利息

合　計 486,826

〔支出〕	 	 （単位：円）

科　目 決算額 備　考

1.支援活動費 0

合　計 0

事業用品のご紹介

頒価：600円

注文先　会計局次長　岳　未晶

TEL	077ー524ー2753（滋賀県神社庁内）

御
守
・
授
与
品
・
参
拝
記
念
品
奉
製

御
一
報
次
第
カ
タ
ロ
グ
御
送
り
致
し
ま
す
。


五
四
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ー
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三
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）
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九
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表
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）
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す
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令
和
五
年
度
　
滋
賀
県
神
道
青
年
会
事
業
計
画

 

・
定
例
総
会

・ 

創
立
七
十
五
周
年
記
念
事
業
の
実
施

・ 

事
業
用
品
の
頒
布

・ 

神
社
関
係
者
大
会
の
助
勢

・ 

災
害
対
策
の
準
備
と
対
応

「
広
報
委
員
会
」

・ 「
に
ほ
の
う
み
」
の
発
行
並
び
に
企

業
広
告
協
賛
金
の
依
頼

・ 「
ミ
ニ
通
信
」
の
発
行

・ 

会
員
名
簿
の
発
行

・ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
管
理
運
営

・ 

記
録
写
真
等
の
収
集
と
管
理

・ 

各
事
業
の
広
報
活
動

「
教
化
委
員
会
」

・ 

神
宮
大
麻
頒
布
活
動

・ 

神
職
子
弟
の
集
い
「
と
も
し
び
の
つ

ど
い
」
助
勢

・ 

神
話
の
紙
芝
居
口
演
の
実
施

「
渉
外
委
員
会
」

・ 
交
通
安
全
祈
願
祭
の
斎
行

・ 

交
通
遺
児
募
金
活
動
の
実
施

・ 

滋
賀
縣
護
國
神
社
春
秋
例
大
祭
奉

仕
、
参
列
の
励
行

・ 

滋
賀
縣
護
國
神
社
み
た
ま
祭
参
列
の
励
行

・ 

神
青
野
球
部
・
ゴ
ル
フ
部
の
運
営
補
助

・ 

野
球
大
会
・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
出
向
補
助

「
企
画
委
員
会
」

・ 「
神
青
お
社
」
の
運
用

・ 

新
入
会
員
歓
迎
会
の
実
施

・ 

会
員
研
修
親
睦
旅
行
の
実
施

・ 

装
束
勉
強
会
の
実
施

令和５年度 滋賀県神道青年会予算書
（令和5年4月1日〜令和6年3月31日）

収入合計　2,819,249 円

　支出合計　2,819,249 円　

差　引　 　　　   0 円

〔収入〕	 （単位：円）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　考

１.会　費 320,000 345,000 △	25,000 会費5千円×64名

２.助成金 380,000 380,000 0 滋賀県神社庁、神青ＯＢ会

３.諸収入 370,000 370,000 0 祝金、協賛金、利息等

４.繰入金 400,000 300,000 100,000
事業会計、
基金より30万（神青協出向補助金）

５.繰越金 1,349,249 1,453,061 △	103,812 前年度より

合　計 2,819,249 2,848,061 △	28,812

〔支出〕	 （単位：円）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　考

１.総会費 20,000 40,000 △	20,000 定例総会

２.会議費 20,000 20,000 0 役員会等

３.拠出費 224,000 224,000 0 神青協・近畿拠出金

４.委員会費 845,000 770,000 75,000

渉外 235,000 440,000 △	205,000
交通安全祈願祭、護國神社奉仕参列励

行、野球部・ゴルフ部運営出向補助等

広報 140,000 210,000 △	70,000
会員名簿発行、広報誌発行、企業広告協賛

依頼、ホームページ・ＳＮＳ管理運営等

教化 100,000 120,000 △	20,000
神宮大麻頒布活動、ともしびのつどい助

勢、神話の紙芝居等

企画 370,000 - 370,000
「神青お社」の運用、新入会員歓迎会、会員

研修旅行、装束勉強会等

５.事務費 350,000 150,000 200,000
挨拶状作製費、郵券費、事務用品、
封筒作製費、事業カタログ作製
発送・用品購入費等

６.慶弔費 100,000 60,000 40,000 玉串料、各種祝金

７.補助費 500,000 400,000 100,000 出向補助

８.諸　費 30,000 30,000 0 支払手数料等

９.積立金 167,650 400,000 △	232,350 基金

10.準備金 100,000 100,000 0 創立75周年準備金

11.予備費 462,599 654,061 △	191,462

合　計 2,819,249 2,848,061 △	28,812

御神矢・絵馬・

招福熊手・授与品

〒614 - 8085

京都府八幡市八幡馬場65
TEL・FAX

(075)981-0203

御 神 矢

奉 製 元
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と
も
し
び
の
つ
ど
い

　

八
月
九
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
滋
賀

県
神
社
庁
が
主
催
す
る
「
と
も
し
び
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
久
々
に
宿

泊
を
伴
う
開
催
形
式
と
な
り
、
神
職
子
弟

七
名
参
加
の
も
と
、
当
会
か
ら
も
十
九
名

が
助
勢
に
伺
っ
た
。

　

毎
年
当
会
が
企
画
運
営
し
て
い
る
ハ
ン

ド
ク
ラ
フ
ト
の
部
で
は
、
手
作
り
の
絵
馬

を
作
成
し
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
思
い
に

趣
向
を
凝
ら
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
馬
を
完

成
さ
せ
て
い
た
。
二
日
間
の
日
程
で
は
、

簡
易
な
祭
式
作
法
の
修
練
や
火
鑚
具
で
灯

し
た
浄
火
の
献
灯
を
行
っ
た
。
火
鑚
具
と

い
う
普
段
見
慣
れ
な
い
道
具
で
火
を
生
む

様
子
は
や
は
り
興
味
深
い
よ
う
で
、
一
同

が
真
剣
に
見
入
っ
て
い
た
。

　

そ
の
他
に
も
二
日
目
の
昼
食
に
恒
例
の
流
し
そ
う
め
ん
を
楽

し
ん
だ
後
、
最
後
に
は
参
加
者
一
人
一
人
に
修
了
証
が
手
渡
さ

れ
滞
り
な
く
閉
会
し
た
。

【
参
加
者
の
声
（
石
川
紗
菜
会
員
）】

　
と
も
し
び
の
つ
ど
い
に
は
、
今
回
初
め
て
参
加
を
さ
せ
て
戴

き
ま
し
た
。
教
化
委
員
会
の
一
員
と
し
て
準
備
の
段
階
か
ら
携

わ
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

　

絵
馬
を
制
作
す
る
ク
ラ
フ
ト
や
、
近
隣
の
神
社
へ
の
参
拝
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、
楽
し
ん
で
日
程
を
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

又
、
光
栄
な
こ
と
に
神
話
の
紙
芝
居
の
読
み
手
を
任
せ
て
戴

き
、
緊
張
し
な
が
ら
も
最
後
ま
で
読
み
上
げ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
感
想
文
に
紙
芝
居
に
つ
い
て
書
い
て
あ
っ
た
こ
と
が
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
戴
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

滋
賀
縣
護
國
神
社 

み
た
ま
祭

　

八
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
、
滋
賀
縣
護
國
神

社
に
て
恒
例
の
み
た
ま
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

　

台
風
七
号
の
影
響
で
提
灯
等
の
点
灯
は
十
三
日
の
み
と

な
っ
た
が
、
祭
典
は
厳
粛
に
行
わ
れ
、
当
会
か
ら
は
会
員

五
名
が
参
列
し
、
我
が
国
の
た
め
に
護
國
の
英
霊
と
な
っ

た
方
々
へ
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
。

【
参
加
者
の
声
（
中
山
慶
太
事
務
局
長
）】

　

台
風
の
接
近
す
る
中
、
み
た
ま
祭
に
参
列
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
。

　

当
初
は
例
年
通
り
、
十
四
日
に
参
列
す
る
予
定
で
し
た

が
、
台
風
七
号
の
接
近
に
伴
い
、
急
遽
一
日
前
倒
し
て
の

参
列
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
提
案
を
聞
き
入
れ
て
下
さ
っ

た
滋
賀
縣
護
國
神
社
様
に
、
ま
ず
一
言
感
謝
の
言
葉
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
が
日
々
平
和
な
社
会
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
の
意

味
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
、
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
英
霊

に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
祈
り
を
捧
げ
、
参
拝

致
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
急
遽
の
日
程
変
更
に
よ
り
、
参
列
が
叶
わ
な
か
っ

た
会
員
も
お
り
ま
し
た

が
、
次
年
度
以
降
も
変
わ

ら
ず
、
英
霊
に
対
す
る
畏

敬
の
念
を
深
め
、
受
け
継

ぐ
た
め
に
も
、
多
く
の
会

員
の
自
発
的
な
参
列
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

創
業
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内
庁
御
用
達

〒
六
〇
二-

八
〇
〇
三

電
話
︵
〇
七
五
︶
四
四
一

-

〇
九
五
二

F
A
X
︵
〇
七
五
︶
四
四
一

-

三
五
四
七

京
都
市
上
京
区
清
和
院
町
五
五
五
番
地

㈱

TEL  0596－20－1123
FAX  0596－20－1133

京
装
束
・
京
神
具
・
授
与
品
・
記
念
品

滋
賀
県
神
社
庁
御
用
達

髙 

瀬 

装 

束 

店

株
式

会
社

京
都
市
下
京
区
高
辻
通
高
倉
角
泉
正
寺
町
四
七
三

〒
600-
8076

草
津
市
草
津
二-

七-

一
八

〒
525-
0034

電
　
　
話
（
〇
七
五
）
三
五
一

-

九
四
九
四
番

Ｆ
Ａ
Ｘ  （
〇
七
五
）
三
五
一

-

九
〇
九
〇
番

電
　
　
話
（
〇
七
七
）
五
六
三

-

五
四
四
八
番

Ｆ
Ａ
Ｘ  （
〇
七
七
）
五
六
三

-

五
四
四
八
番
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交
通
安
全
祈
願
祭
並
び
に
交
通
遺
児
募
金
活
動

　

九
月
二
十
六
日
、
日
牟
禮
八
幡
宮
能
舞
台
に
於
い
て
交
通

安
全
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
本
活
動
は
昭
和
四
十
八
年
よ

り
開
始
し
、
本
年
で
五
十
年
目
の
節
目
を
迎
え
る
。

　

祭
典
前
に
楼
門
前
で
行
わ
れ
た
交
通
遺
児
の
た
め
の
募
金

活
動
で
は
、
参
拝
者
や
通
行
す
る
人
々
か
ら
多
く
の
ご
協
力

を
戴
い
た
。

　

そ
の
後
の
祭
典
で
は
、
会
員
十
四
名
が
参
列
し
、
社
会
長

の
玉
串
拝
礼
に
合
わ
せ
一
人
一
人
が
交
通
遺
児
の
健
や
か
な

成
長
を
祈
念
す
る
と
共
に
、
今
一
度
交
通
安
全
に
努
め
る
こ

と
を
誓
っ
た
。

　

今
回
皆
様
よ
り
お
預
か
り
し
た
募
金
は
、
滋
賀
県
に
お
住

ま
い
の
交
通
遺
児
及
び
そ
の
ご
家
族
に
対
し
て
支
援
活
動
を

行
っ
て
お
ら
れ
る
「
公
益
財
団
法
人
お
り
づ
る
会
」
へ
お
渡

し
し
た
。

【
参
加
者
の
声
（
河
毛
照
仁
理
事
）】

　

今
回
初
め
て
交
通
安
全
祈
願
祭
並
び
に
募
金
活
動
に
参
加

さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
平
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

方
々
に
募
金
を
戴
き
、
交
通
安
全
祈
願
祭
も
滞
り
な
く
執
り

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

車
社
会
の
現
代
に
於
い
て
、
未
だ
交
通
遺
児
の
子
ど
も
た

ち
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
今
活
動
に
よ
り
世
の
中
へ
の
周

知
を
促
す
こ
と
で
、
人
々
が
安
全
運
転
へ
の
意
識
を
高
め
、

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
支
え
に
な
れ
ば
と
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
会
員
と
し
て
の
活
動
は
浅
く
未
熟
で
は
あ
り

ま
す
が
、
神
青
活
動
を
通
し
て
先
輩
方
の
お
姿
を
見
習
い
、

自
ら
の
研
鑽
に
繋
げ
る
と
共
に
出
会
い
の
場
を
広
げ
、
貴

重
な
経
験
を
日
々
の
神
明
奉
仕
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

授与品・奉製

田 中 種 几

〒602-8236

TEL・FAX　075-432-2327

京都市上京区旧大宮通

　　　　一条下ル庇町187-9
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会
員
研
修
旅
行

　

十
月
十
一
日
、
伊
勢
の
神
宮
に
於
い
て
会
員
研
修
旅
行
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
は
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
当
会

の
恒
例
事
業
で
あ
る
大
麻
頒
布
活
動
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
目
的
に
開
催
し
た
。

　

参
加
者
は
ま
ず
外
宮
に
於
い
て
御
神
楽
を
受
け
、
御
垣
内
参
拝
を
行
っ
た
。
そ

の
後
せ
ん
ぐ
う
館
を
拝
観
さ
せ
て
戴
き
ご
説
明
を
戴
い
た
。

　

午
後
か
ら
は
「
神
宮
大
麻
」
に
つ
い
て
、
神
宮
大
麻
の
誕
生
を
始
め
大
麻
頒
布

の
変
遷
に
つ
い
て
等
、
普
段
神
職
と
し
て
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
貴
重
な
お
話

の
数
々
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
参
加
者
の
声
（
吉
田
太
樹
会
員
）】

　

秋
の
心
地
良
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
会
員
十
三
名
参
加
の
も
と
研
修
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
ま
で
内
宮
で
御
神
楽
を
受
け
る
機
会
は
幾
度
と
な
く
あ
り
ま
し
た
が
、
今
研

修
で
は
外
宮
で
の
御
神
楽
を
受
け
る
運
び
と
な
り
、
私
自
身
初
め
て
の
経
験
で
胸

が
高
鳴
り
ま
し
た
。

　

神
宮
大
麻
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が

あ
る
の
か
を
知
り
、
重
要
性
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
貴
重
な
学

び
を
糧
に
、
今
後
の
大
麻
頒
布
活
動

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

滋
賀
県
神
道
青
年
会
で
は
、
遷
座
祭
等

の
仮
殿
と
し
て
ご
使
用
戴
け
る
「
神
青
お

社
」
を
貸
し
出
し
し
て
お
り
ま
す
。
様
々

な
場
面
で
青
年
会
も
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
会
員
に
と
っ
て
は
更
な
る
経
験
を
積

め
る
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も

ご
利
用
戴
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
等
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

お
申
込
先
：
企
画
委
員
会　

下
井
紀
貴

電
話
：
〇
七
四
八
―
七
五
―
〇
七
七
五

「
神
青
お
社
」

「
神
青
お
社
」

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
に
つ
い
て

国 宝 、 重 要 文 化 財 保 存 修 理 工 事

社 寺 建 築 工 事 及 び 社 寺 屋 根 工 事

社寺・住宅（新　　築）
設計監理施工

社寺・民家（修復調査）

桧 皮 葺 ・ 柿 葺 ・ 茅 葺 ・ 銅 板 葺

田中社寺株式会社
（株）丸繁建築設計事務所

※御見積等・御一報次第参上致します。

〒500-8483

岐阜県岐阜市加納東丸町2丁目20番地

http : //www.tanakashaji .co.jp

E-mail : info@tanakashaj i .co . jp

TEL 058-272-2871

FAX 058-276-1329

SHAJI

東
和
奉
産
株
式
会
社

全
国
社
寺

金
襴
錦
守
・
絵
馬
・
木
札
・
紙
札
・
記
念
品
　
　
製
造
販
売

本
社
・
工
場
〒
601-

8348

京
都
市
南
区
吉
祥
院
観
音
堂
町
七

電
話
代
表
（
〇
七
五
）六
九
一
ー
三
〇
〇
〇

F
A
X
（
〇
七
五
）六
九
一
ー
三
三
〇
〇

E
-m
ail
in
fo@
tow
ah
osan

.jp

総
合
奉
産

授
与
品

調
度
品

社寺建築設計施工・国宝重要文化財修理

522-0004

TEL 0749-23-6185  FAX 0749-26-4767

http : //www2.ocn.ne.jp/~n-komu/

滋賀県彦根市鳥居本町1980-2

株式会社

株式会社 西澤古建築設計事務所

西  澤  工  務  店

伝統を未来へ

多賀大社社殿修復
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神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

　

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

六
月
六
日
、
大
阪
府
堺
市
に
於
い
て
、
近
畿
地
区
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
天
候
不
良
の
た
め
、
野
球
大
会

に
代
え
て
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
会
場
は
大
き

く
盛
り
上
が
っ
た
。

　

当
会
か
ら
は
十
四
名
が
参
加
し
、
菱
川
副
会
長
の
活
躍
で

善
戦
し
た
も
の
の
、
優
勝
は
昨
年
の
野
球
大
会
に
続
き
奈
良

県
で
、
当
会
は
惜
し
く
も
四
位
と
い
う
悔
し
い
結
果
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
大
鳥
大
社
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
齋
藤

丈
留
会
員
が
優
秀
選
手
に
選
出
さ
れ
、景
品
を
授
与
さ
れ
た
。

　

会
員
一
丸
と
な

り
戦
い
、
お
互
い

の
絆
が
深
ま
る
有

意
義
な
大
会
と

な
っ
た
。
今
後
も

未
だ
掴
め
ず
に
い

る
念
願
の
優
勝
を

目
指
す
と
共
に
、

多
く
の
会
員
に
ご

参
加
を
戴
き
、
会

員
同
士
の
親
睦
を

深
め
た
い
。
毎
度
、

大
会
前
に
は
練
習

を
行
っ
て
い
る
の

で
、
是
非
と
も
そ

ち
ら
に
も
ご
参
加

戴
き
た
い
。

全
國
戰
歿
學
徒
追
悼
祭

　

十
月
二
十
一
日
午
前
十
一
時
、「
全
國
戰
歿
學
徒
を
追

悼
す
る
會
」
主
催
の
「
第
二
十
九
回
全
國
戰
歿
學
徒
追

悼
祭
」
が
約
二
百
名
の
参
列
の
も
と
厳
粛
に
斎
行
さ
れ

た
。

　

鳴
門
海
峡
や
麗
し
き
山
々
を
遥
か
に
見
渡
す
、
南
あ

わ
じ
市
阿
万
大
見
山
「
若
人
の
広
場
公
園
」
に
て
、
爽

や
か
な
秋
風
が
吹
く
中
、
野
上
会
長
を
は
じ
め
、
各
府

県
会
員
が
祭
典
奉
仕
に
あ
た
り
、
全
国
の
青
年
神
職
が

参
列
し
た
。

　

追
悼
祭
は
、
斎
主
で
あ
る
野
上
会
長
の
祭
詞
奏
上
に

続
き
、「
全
國
戰
歿
學
徒
を
追
悼
す
る
會
」
会
長
、
兵
庫

県
知
事
に
よ
る
追
悼
文
、
巫
女
に
よ
る
神
楽
奉
仕
、
般

若
心
経
読
経
、
讃
美
歌
奉
唱
、
玉
串
拝
礼
、
献
花
を
し
、

学
徒
の
鎮
魂
安
霊
を
祈
念
し
た
。
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入
退
会
者
報
告

令
和
五
年
度
　
滋
賀
県
神
道
青
年
会
　
組
織
図

神

道

青

年

全

国

協

議

会

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会

滋

賀

県

神

道

青

年

会

庶
務

太

田
　
　

顕

庶
務

今

井
　

哲

郎

庶
務

吉

田
　

太

樹

庶
務

近

藤
　
　

岳

理
事
・
副
委
員
長

淺

田
　

雅

智

理
事
・
副
委
員
長

塩

谷
　

明

宏

理
事
・
副
委
員
長

的

場
　
　

亮

理
事
・
副
委
員
長

中

西
　

勝

哉

会
計

梅

川
　

大

輝

会
計

齋

藤
　

丈

留

会
計

松

井
　

佑

一

会
計

坪

田
　

啓

佑

理
事
・
副
委
員
長

宮

澤
　

知

生

理
事
・
副
委
員
長

橋

本
　

美

緒

理
事
・
副
委
員
長

河

毛
　

照

仁

理
事
・
副
委
員
長

新

宮
　
　

孝

理
事
・
委
員
長

河

毛
　

孝

仁

理
事
・
委
員
長

小

野
　

定

紀

理
事
・
委
員
長

文

室
　

明

康

理
事
・
委
員
長

下

井
　

紀

貴

広
報
委
員
会

教
化
委
員
会

渉
外
委
員
会

企
画
委
員
会

事
務
局
次
長

井

口
　
　

雄

監
　
　
事

野

上
　

浩

司

会
計
局
長

大

木
　

洋

宜

副
会
長

吉

田
　

豪

希

事
務
局
長

中

山
　

慶

太

副
会
長

田

邉
　

泰

基
監
　
　
事

多
々
良
夢
人

副
会
長

菱

川
　

敬

康

顧
　
　
問

滋

賀
　

明

寛

会
　
　
長

社
　
　

信

大

会

員

数
　
　

六

十

五

令
和
五
年
十
一
月
現
在

編集後記

卒
業
会
員
（
四
名
）

令
和
五
年
三
月
末
日
付

伊
東
　
良
祐
（
三
尾
神
社
禰
宜
）

梅
辻
　
祥
生
（
白
鬚
神
社
禰
宜
）

中
井
　
昭
宏
（
八
幡
神
社
権
禰
宜
）

野
口
　
大
介
（
日
雲
神
社
権
禰
宜
）

退
会
会
員
（
一
名
）

令
和
五
年
三
月
十
五
日
付

中
嶋
　
悠
一
郎
（
日
枝
神
社
権
禰
宜
）

新
入
会
員
（
一
名
）

令
和
五
年
三
月
二
十
一
日
付

長
谷
　
　
学

（
多
賀
大
社
出
仕

　
昭
和
六
十
三
年
五
月
三
十
日
生
）

　

発
行
に
あ
た
り
業
者
の
皆
様
よ
り
多
く
の
ご

協
賛
を
戴
き
ま
し
た
。
時
節
柄
、
ご
無
理
な
お

願
い
を
快
く
ご
協
賛
下
さ
っ
た
業
者
の
皆
様
方

に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
本
号
に
ご
寄
稿
戴
い
た
会
員
の
皆
様
に

は
、
お
忙
し
い
中
、
引
き
受
け
て
戴
き
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
本
年
も
「
に
ほ

の
う
み
」
第
五
十
三
号
を
発
行
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

  

本
年
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
中
で
の
活
動
と
な

り
ま
す
が
、
活
動
基
本
方
針
の
『
未
来
の
た
め

に
、
今
で
き
る
こ
と
』
を
テ
ー
マ
に
積
極
的
に

事
業
に
取
り
組
み
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
会
員
一
丸
と
な
っ
て
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

市

原
　

友

梨

岩

田
　

美

幸

片

岡
　

康

平

朽

木
　

応

綱

山

田
　

竜

誉

八

田
　

彩

夏

松

野
　

裕

紀

平

井
　

亮

輔

石

王
　

治

寛

北

村
　

徹

朗

大

菅
　

貴

裕

松

井
　

直

章

淺

田
　

桐

子

山

口
　

朋

彦

山

元

千

晃

潮

田
　

修

伍

石

川
　

紗

菜

中

嶋
　

彬

人

梅

辻
　

千

晶

辻
　
　

雅

史

伊

富

喜
　

淨

押

谷
　

啓

太

宇

野
　

治

彦

中

村
　

紀

彦

北

田
　

祐

己

岩

田
　

啓

吾

中

井
　

浩

志

田

村
　

和

仁

深

田
　
　

睦

長

谷
　
　

学

中

村
　

保

彦

平

井
　

崇

之

高

井
　

真

実

伊

藤
　

晃

範

会
計
局
次
長

岳
　
　

未

晶

　

滋
賀
県
内
の
神
社
・
お
祭
り
を

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
＃
滋
賀
県

神
社
を
付
け
て
投
稿
し
て
戴
く
と

当
会
ア
カ
ウ
ン
ト
で
ご
紹
介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
フ
ォ

ロ
ー
・
い
い
ね
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

野
球
部
・

野
球
部
・

ゴ
ル
フ
部

ゴ
ル
フ
部

　

部
員
募
集

　

部
員
募
集

お
問
合
せ
先

お
問
合
せ
先
　
河
毛

　
河
毛  

孝
仁
孝
仁

　
電
話

　
電
話  

〇
八
〇

〇
八
〇--

六
一
六
〇

六
一
六
〇--

五
七
一
四

五
七
一
四
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